
平成 28年度生徒指導集中対策指定校及び生徒指導実践指定校「特別活動の取組事例」 

学校名 広島市立福木中学校 校 長 笹田 清浩 生徒指導主事 平田 琢巳 
 

取 組 事 例 名 『縦割り活動を生かした体育祭』 

取 組 の ね ら い『キーワード 生徒同士の共感的な人間関係』 

・縦割り活動（異学年交流） 

・上級生が下級生の手本となり下級生を思いやり、下級生が上級生を尊敬しながらお互いの励みとする。 

・３年のリーダーによるダンス練習計画や教室の管理、取組すべてを企画して当日では最上級生のダン

スを演技する。 

取組の具体的内容『キーワード 縦割りでの協力』 

・体育祭実行委員会、各係会で運営する。 

             

・体育祭の予行準備や前日準備、片付けを部活動で割りあてる。 

 

・学年を３色の色別の競技を行い、縦割りの意識を高めて合計点で総合順位を決定する。 

  

吹奏楽部演奏【行進曲・君が代・校歌】  入場行進前全体集合         放送部アナウンス 

 

 

取組の課題・創意工夫 『キーワード もっと縦割り活動を』 

・縦割り活動を工夫して予行後に上級生の活動の場を設ける。 

 

・縦割り合同練習の時間を確保して作戦の交流、練習を仕組んで上級生の場を取り入れる。 

 

・団長の活躍の場を設けて生徒自ら体育祭に打ち込める体験をさせるとともに１，２年生にも共感を持

たせる。 

   

    ３団選手前進          青組（１組）         赤組（３組） 

別紙様式 指定校番号 28077  学級活動 

 

○  児童会・生徒会活動 

 

学校行事 

 



取組の成果（効果）『キーワード 上級生のリーダーシップ』 

・昨年度の学年集団ではどうなるかと不安な一面も見られたが、「去年より今年、自分たちの体育祭」を

特に 3 年生は意識していた。今年度当初から「私たちが、俺たちがリードする」という意気込みが感じ

られた。 

 

・体育祭では、生徒会により開会式と閉会式を運営し、団長を先頭に縦割り団での入場行進を引き続き

取り入れた。 

  

    ３年生徒によるダンス               閉会式 団集合 

 

  閉会式（表彰） 

 

今 後 の 展 開『キーワード すごい福木中にしちゃおう』 

・「今年の３年生に続け、追い越せ、新たな福木中学校をつくっていこう。」「すごい学校にしちゃおう。」 

・生徒会の活性化と３年リーダーの育成と生徒同士で関わりを工夫して達成感を体験させていきたい。 

 

他校へのアドバイス『キーワード 達成感が味わえる体験を大切にした学校づくり』 

・学級での係活動や生徒会を中心とした学校行事を通して、生徒同士のつながりを大切にさせて生徒た

ち自身の思いや意見を聞き入れる。その中で教職員自身がスモールステップと次の一手をしっかり考え

て仕組んで達成感が味わえる体験をさせていきたい。 

 


